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ホームネットワークに対する取り組みの重要性

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム

産

学 官

学識経験者ベンダー事業者

サービス提供者関係団体

○ホームネットワークは、利用者とユビキタスネットワークを結びつける重要な役割を果
たすものと期待されている。
○家電のデジタル化とネットワークのブロードバンド化・ＩＰ化の進展により、多様なサー
ビスが期待されている。

相互接続試験 研究開発・標準化

実証実験 普及促進・情報交換

産・学・官の連携のもと、

関係者が集結して次世代

のホームネットワークの相

互接続試験・実証実験を総

合的に検討するとともに、

研究開発・標準化等を戦略

的に推進することが重要。
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ホームネットワークワーキンググループの検討課題

 重要な標準化項目に関する研究開発の推進方策の検討

 ホームネットワークに関する標準化及び標準化に必要となる相互接続
試験等の推進

 ホームネットワークの標準化を円滑に進めるための普及啓発

 ホームネットワークに関するフォーラム等関係機関との連携及び調整

ホームネットワークの自由自在なネットワーク接続を可能にし、多様な
サービスを実現するため、ホームネットワークワーキンググループ（WG）
は次の各事業を行う他、幹事会の要請に応じ必要な活動を行う｡

主な検討課題
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次世代ＩＰネットワーク推進フォーラムホームネットワ－クＷＧの位置付け

フォーラム体制図

事務局

技術基準検討ＷＧ

（技術基準の検討・実証実験）

ホームネットワークWG

幹事会

戦略検討ＷＧ

相互接続ＷＧ

（相互接続試験の企画、推進、関係機関の調整）

企画推進部会
部会長：松島 裕一

（ＮＩＣＴ理事）

（普及促進・情報交流等）

研究開発・標準化部会
部会長：淺谷 耕一

（工学院大学教授）
（研究開発、国際標準化に関する検討）

技術部会

部会長：後藤 滋樹

（早稲田大学教授）

（技術基準・相互接続試験等の推進）

リーダー： 丹 康雄
（北陸先端科学技術大学院大学）

ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ：高呂 賢治（沖電気工業㈱）

計画SWG

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム

会長 ： 齊藤 忠夫 （東京大学名誉教授）
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ＮＩＣＴ

総務省

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム
研究開発・標準化部会
ホームネットワークWG

＜フォーラム活動＞

研究開発

標準化

ＨＮ関係者

（１） 情報家電メーカー

標準化団体
ＴＴＣ・・・

（３）通信キャリア

ＨＮ推進団体
UOPF・・・

連携

ホームネットワークWGの役割

研究開発

「２０１０年までに情報家電が家庭の内外を問わず連携して動作する環境を実現する」政策目標を達成するため
には、産学官の関係者が集まって検討するフォーラム活動を行う場が必要不可欠

関係者が集まって検討する拠点が必要

実証実験の検討

研究開発の推進

普及・促進策の検討

国際標準化の推進

活動

参加

（２） 通信機器メーカー

（４）サービス提供者
・ ゲームメーカー
・ カーナビ
・ 電力会社、ガス会社
・ セキュリティ、介護、コミュニティー系企業
・ 家電のサポート・リカバリ－に対応できる企業
・ インディーズ系プロダクション ・・・

（５）その他
自動車メーカー、放送事業者・・・

けいはんな情報通信オープンラボ
研究推進協議会W G

実証実験

連携
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計画ＳＷＧの設置

 ホームネットワークＷＧにおける研究開発・標準化の推進、普及促進に
向けた基本戦略の検討
– 研究開発・標準化項目の洗い出しや優先順位付けについて検討
– ＩＴＵ等の標準化機関の動向、スケジュール等も踏まえ、国際標準化提案の方向性につい
て検討

– ホームネットワークに関するフォーラム等関係機関との連携及び調整について検討すると
ともに普及促進について検討

＜検討体制＞

計画SWG
（研究開発・標準化及び普及促進方策
の基本戦略の検討）

計画SWG
（研究開発・標準化及び普及促進方策
の基本戦略の検討）

○○○○SWG
（個別のテーマの検討）

○○○○SWG
（個別のテーマの検討）

○○○○ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

○○○○ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

△△△△ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

△△△△ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

○○○○ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

○○○○ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

△△△△ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

△△△△ｱﾄﾞﾎｯｸＧ
（個別技術項目の検討）

△△△△SWG
（個別のテーマの検討）

△△△△SWG
（個別のテーマの検討）

ホームネットワークWG
リーダー ： 丹 康雄

（北陸先端科学技術大学院大学）
ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ：高呂 賢治 （沖電気工業㈱）

ホームネットワークWG
リーダー ： 丹 康雄

（北陸先端科学技術大学院大学）
ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ：高呂 賢治 （沖電気工業㈱）

計画SWG等における
検討状況を踏まえ、

必要に応じて、新たな
SＷＧ、ｱﾄﾞﾎｯｸＧを設
置する。

計画ＳＷＧは、以下の活動を行う。
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ホームネットワークＷＧ活動予定

 ホームネットワークワーキンググループ
– ２ヶ月に１回程度、ホームネットワークワキンググループ（ＷＧ)会合を
開催

 サブワーキンググループ
– ＷＧに次のサブワーキンググループ（ＳＷＧ）を設置する
– ＳＷＧ会合は必要の都度随時開催する

• 計画ＳＷＧ

 その他
– 計画ＳＷＧ等における検討状況を踏まえ、必要に応じて、新たなＳＷ
Ｇ、ad-hoc Groupを設置する
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スケジュール

9月8月6月4月 5月2月1月12月

計画SWG

＜参考＞

関連会合スケジュール

3月

ホームネットワーク
ワーキンググループ

7月11月

12/5 1/12
適宜開催

12/6-15
SG17会合

第1回WG
11/8

第2回WG
（予定）

第3回WG
（予定）

第4回WG
（予定）

第5回WG
（予定）

第6回WG
（予定）

10/30-11/10
SG15会合

1/16-25
SG12会合

1/16-27
NGN－GSI

2/21-3/1
TSAG

5/31-6/1
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
（PLC）

6/4-15
SG15会合

6/18-21
SG9会合

9/19-28
SG17会合

11/14-24
SG16会合

アンケート


